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動

乾

學

蘰

読報

（

第
三

＋
四

卷
）

第
三

百

九
十

九
號

i文1

大
正

十
一

年
日

月
十
五

日

發
行

阿

寒

湖
よ

り

移

植
ぜ

ら

れ

れ

る

姫

鱠
の

現
状

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　
（

大

正

十

年
十
二

月
七

日

受

領
）

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

理
學

博
士

　
大

　
　

予
が

先

年

臺

灣

山

地

に

鱒
の
一

種

雷
＆
N

き

、

亀
壽

象

§
匿時
臼

o

包

ぎ
堵

騨

　
o
の

臼

臣）

な

發

見

し
れ

際
臺

灣
の

如

き
熱

帶
地

に

も

鮭

鱒
族
り

魚

類
た
壁

殖
し

　
得
る

の

で

は
な
い

か

と

云
ふ

考

な
起

し

親
し

く
飯

鳥

先

生

の

門
な

叩

い

て

御
意

　
見

な
伺
っ

て

見

た
。

　

璽
が

先
生
け
h

蹄

座
に

姫

蹲
は

覺
束
な
い

が

虹

蹲
口

よ

か

ら

　・
フ

と

答
へ

ら
れ

青
森
縣
相

坂

孵
化
翫

場

の

有

樣
な
ど
な
車〒
紬胴
に

物四
凱

磆

ら

れ

た．、
　
ウ
て

　
れ
と

同

時
に

參
考
の

れ

め

各
地

の

姫

鱒
養

殖
り

瓶

態

な

も

親
察
し

て

は

ど
う

か

　
レ、
勸
告

さ

れ
た

が

當

時
予

に
公
務
の

都
合
上

其

意

な

果
す

こ

と

が

出
來
な

か

つ

　
六

。

　

塵
が

兩
三

年
葎

経
れ

今
日
予

は
計
ら
で

も
先

生

の

足
跡
を

踏
む

事
に

な
り

　
北
海
道

支
笏

湖
姫
初

め

と

し

＋

和
田

湖、
中

宮
祠
湖、

蘆
の

湖
等
瀞

經

廻

つ

て

露

　
の

調

査

葎
す

ろ

事
に

電

つ

六
。

到

る

婁
、

先
生

の

釣
り

振
り
と

御
自

慢
の

釣
迸

　
具
と

の

話

な

聞
か

さ

れ
大

時
に

枝
又

親
し

く
先

生

が

竿
な
振
り

廻
口

さ

れ
六
塲

　
所
に

も

立
っ

ぞ
、

見

六
。

若

し
御

在
世
な

ら
ば
必

す

竃
腎
Φ

o

自
紅

し
て

下

さ
る

で

　
あ
ら、
つ

と

思
ふ

く
さ

ぐ
の

凝

察
も
し

て

見
六

が

然

し

我

等
は

あ
の

陵
れ
や

か

　
な

千
駄

ケ

谷
の

應

接

室

に

將

又

な
つ

か

し

き

教
室

の

研

究
室
に

鱒
の

話

と

去
へ

　
げ
二

し

ほ

共
鳴

さ

れ
六

先
生

の

温

容

に

接
す
ろ

事
が
鷹冖
來

な
く

な

つ

六
。

　

そ

れ

　
で
ぜ

め

て

も
の

思
ひ

出
に

先
生

が

興
昧

な

持
☆

れ

ね

鱒
に

閲
す

る

報
文
た

認
め

　
て

こ

れ

々

先
生

に

捧
げ
象
い

と

思

ふ
。

　
　

　

　

は

　
し

　
が

き

甞
つ

て

矛
が

臺
灣
の

山

地
に

發

見
し
乾

サ
ラ

マ

オ

マ

ス

の

原

産

島

，

正

滿

地
は

海

拔
五

千
尺

以

上
中
央
山

脈
の

高
峯
を

縫
う
て

流
る

よ

溪
流

の
一

つ

で

あ
つ

て

卒

時
で

も
之

に

近
づ

く

は

容

易
な

業
で

な

い
、

况

ん
や

現
時
は

其
附

近
の

蕃
情

頗
る

不
穩
で

あ
つ

て

採

集
の

セ

め

の

入

由
す

ら

殆
ど
不

能
に

な

つ

た
。

　

右
の

如

き

事
情
で

あ
る

か

ら

原

産
地
に

は

豊

富
に

親
魚
が

居
て

も

之

を

捕
へ

て

鯉
化

養
殖
す
る

事

業
を
開

始
ず

る

事
は

思

も
よ

ら

鍛

弐
第
で

あ
る

、

若

し

臺
灣
に

も

鰌
が

居
る

と
云

ふ

事

を
根

據
と

し
て

其

養
殖

事
業
を

企

劃
し
よ

う

と
云

ふ

な

ら
ば
山

間
に

適
地

を

選

ん
だ
上

で

適

種
を
他
か

ら

輸

入
す

る

事

を

企
て

す
ば
な

る

ま

い
，

姫

鱸
が

よ

い

か

虹

鰌
が

よ

い

か

或
は

又

他

に

適
當
な

種

類
が

あ

る

か
、

之

等
の

事
項
に

關
す

る

豫
備
調

査
を
逾
け

ん
が

把
め

予

は

大
正

十

年
の

夏
期
を

利
し
て

北

海
道、

青
森、

栃
木
及
び

紳
奈

川
の

諸
地

方

を
歴

遊
し
て

見
π

。

其

斷
案
に

關

し
て

は

他
日

機
を

見
て

邇
べ

る

事
と
し
て

茲

に

は
只

其

當
時

姫

鱒
に

就
て

觀

察
し
得

沈
二

三

の

事

實
の

み

を
記

逋
す
る

事
に

す
る

。

　

右
親

察
中

札
幌
の

和
田

健
三

氏
、

千
歳
の

藤
井
顯

氏
、

菖

蒲
ケ
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濱
の

近

藤
鐵
藏
氏
等
の

助

力
を

得
元

爲
に

凡
て

が

非

常
に

順
調
に

進

捗
し
た

。

竝
に

同

氏

等
に

對
し

厚
く
御

禮
を

申
上

げ
る

。

’

　

　

　
　

　

姫
鱒
の
本

體

　

北
海
道

釧

路
國
の

中

部
を

貫
流
す
る

阿

寒
川
の

上

流
に

阿

寒
湖

と
云

ふ

大

湖
が

あ
る、

周
回

二

十
二

粁
面

積
約

十
二

卒

方

粁
湖
面

は

海
拔
五

百
五

十
米

湖

中
に

は

幾
多
の

小

嶼
が

あ
り

漕

岸
各
地

に

は

温
泉
が

湧

出
し
て

居
る。

處
で

此
の

湖
中
に

は

古
來
一

種
の

鮭

鱒
族
の

魚
類
を

産
し
ア

イ
ヌ

は

之

を
「

カ

バ

π

チ

ヱ

ッ

ボ

」

若
く
は

「

カ

バ

チ

ヱ

ッ

ボ
」（

薄
き
魚
の

義
）

と
呼
ん

で

居
る

が

不

思
議
な

事
に

は
此

魚
は
四

時
湖
中
に

棲
息

し

成
育
時
に

逹

し
て

も

決
し

て

海

洋

に

下
ら
な

い
。

産
卵

期
に

な

る

と

湖
中
に

注
ぐ

河
流
に

溯

上
し

河

床

に

横
た

は

れ

る

砂
礫
の

間
に

産

卵
す

る

が

其

際
は

眞
紅
の

肉
色

皮
膚
に

染

出
し

恰
も
千

島
に

漁

獲
せ

ら
る

云

紅
鱒
に

彷
彿
把

る

外

觀
を
呈

す
る

樣
に

な
る

。

往
年

野

澤
俊
衣

郎
氏
は

此
の

鱒
を

研
究

の

結
果

形

態
上

紅

鱒
と

何
等
の

差
別

が

な
い

事
を

確
め

「

カ

バ

チ

ヱ

ツ

ボ
」

は

紅
蹲
の

湖
中
に

閉

鑽
さ

れ

セ

も
の

で

あ
る

事
を
斷

定

さ

れ

泥
。

其

後
此

の

鱸
は

支
笏
湖
に

移
植
せ

ら
れ

續
て

十

和
田

湖

其

他
へ

も

移
さ

る

主

樣
に

な

つ

た

が

明
治
三

十
八

年
北

海
道
廳
は

之
に

姫

鱸
と
云

ふ

名

稱
を
與
ヘ

セ
の

で

あ
る。

從
つ

て

姫

鱠
は

十

和

田

湖
其

他
で

見

る

樣
な

極

端
に

小

さ

い

體
疆
を
も

つ

て

居
る

鱒

で

あ
る

と

思
ふ

の

は

大
な

る

誤
で

あ
る。

其

本
體
は

體
長
一

尺
以

上

の

阿

寒
湖
の
「

カ

バ

チ

ヱ

ツ

ボ

」

で

あ

む

其
叉

先
組
は

今
尚

大

洋

’

に

棲
息

し
て

居
る

紅

鱠
即
ち
O
盞
ミ丶
ミ

蓉
丶

ミ
讐〜
こ．

ぎ
（

彡
〉

さ
罵
＞

O
ダ
瞬

）

で

あ
る

。

P

　

　
　

　

　

移
植
の

歴
史

　

阿
寒
湖
に

姫

鱠
が

發

見
さ

れ
セ

當
時
は

ま
だ

鮭
鱠
族
の

廻

贐
性

が

確
認
さ

れ

て

居
な

い

時
代
で

あ
つ

陀

の

で

北

海
道
廳
の

當
局
者

は

千
歳
其
他
に

鮭

総
の

孵
化
揚

を
開

設
し
て

は

居
花

が

果
し
て

該

事

業
が

具

體
的
結
果

を

墨
げ

得
る

や

否
や

に

就
て

大

に

危
虞
の

念

を

抱
い

て

居
陀

處
が

「

カ

バ

チ

ヱ

ッ

ボ
」

が

時
を
定

め
て

溪
流
に

溯
上
産

卵
す
る

事

を
確
め

陀

の

で

極

限
さ

れ

陀

地
域
で

廻

歸
性
の

試
驗
を
施

行

す
る

に

は

屈
強

の

材
料
で

あ

る

と
愚

惟

し
早
速
之

を

手
近
な

揚

所
に

移
し

て

其

試
驗
に

着
手
す
る

と
同

時
に

「

カ

バ

チ

ヱ

ッ

ポ

」

ぽ

我
國
北

部
の

淡
水

養
魚
資
料
と
し
て

好

適
す
る

や

否
や

を

も

併
せ

觀
察
す
る

事
と
な

つ

陀
。

明
治
二

十
六

年
當
時
の

鮭

鱒
孵
化
事
業
の

主

任
で

あ
つ

た

藤

村
信

吉
氏
（

現

時
小

鱒
水

産
學

校
長
）

は

阿

塞
湖
に

出

張
し
て

湖
水
並

び
に

「

カ

バ

チ

ヱ

ッ

ボ
」

棲
息
の

欺
况

を

精
細
に

調
査
し

以

て

移

植
の

可

能
な

る

べ

き
事
を

報
告
し
た

の

で

時
の

永

産
課

長
和

田

健

三

氏
は

早

速
其
移

植
試
驗

を
斷

行
す
る

案
を

立

て

把
。

命
を

受
け

た

藤

村
氏
は

同

年

十
月
再
び

阿

塞
湖
に

出

張
し
「

ボ

ン

ヲ

ず

ル

ン

ベ

」

川
に

於
て

卵
子
一

萬
八

千

余
粒
を

採
取

し
發

眼
時
期

を
待
つ

て

之

を

搬
出
し
だ

其

内
一

萬
粒
は

膽
振

國

洞
爺

湖
に

放

養
の

目

的

を
以
て

絞
鼈
郡

壯
督

孵
化
揚

に

分
與

し

八

千

粒
を

千
歳

孵
化

揚
に

收
容
し

だ

が

後
者
の

發
育
經

過
頗

る

良

好
で

あ
つ

陀
の

で

明

治
二

十
七
年
に

は

更
に

「

カ

バ

チ

ヱ

ッ

ボ
」

を

支
笏
湖

に

移
ず

案
を

立

て

た
．

　
支

笏
湖
は

北
海

道

第
一

の

大

湖
で

あ
つ

て

周
回

約
四

十
］

粁
面

．
　
　
　
　

匳

鄭
　

　
　
　　

監
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積
約
七

十
八

罕

方
粁

を

算
し
最

深

部
二

百
六

十
五

米
余
湖
面
の

海

拔
二

百

九

十
八

米

本
邦

最
深
の

湖

水

と
し
て

世
に

其

名
を

知
ら
れ

て

居
る

．

之
よ

b
流
れ
出
つ

る

水
は

千

歳
川

と
な

つ

て

石
狩
川
に

挂
い

で

居
る

が

湖
中
ア

メ

マ

ス

盆、
碁

ミ
』、
ミ
翕

、
薹丶唖
§

包

カ

ジ

カ

へ

OO

寒

ま

唾

ミ
巽

邑

ザ
リ

ガ
ニ

（

」

k
§
塞

、

韆
o

ミ
ミ）

以

外
に

は

目

ぼ

し
い

動
物
が

居
な

い
。

其
湖

邊
に

は

數
多
の

細
流
が

流

入
し

て

居
る

が

道

當
局
は［，
シ

リ

セ

ッ

ナ

ィ
L

川

を
適
當
と

認
め

其

河
口

に

｝
近

く

孵
化

揚
を
凱
訳

け
ヤ冖

。

明
払
旧

二

十・
七

年・
以
隆
＝

ニ

ケ

年
に冖
旦

り

阿

寒
湖
よ

り

發
眼
卵
七
十

九

萬
餘

粒
を

輸
入
し
總

計
五

十
五

萬
餘

尾

を

孵
化
せ

し
め

て

湖

中
に

放
流

し
た

。

處
が

其

後
相

當
時
期
を

經

過

し
て

も
一

向
に

魚

影
を

認
め

な

い

の

で

關
係
者
一

同

該
事

業
は

失

敗
に

歸
し
陀

の

で

は

な
い

か

と

あ

や

ぶ

む

窪
に

な

つ

だ

が

明
治

二

十
九

年

夏
期
に

至

り
湖
目

に

異
様
な

魚
群
を

認
め

た

者
が

あ
り

三

十
年
夏

期
に

は

千

歳
川
に

於
て

未

だ

甞
つ

て

見
把

事

の

な

い

魚

數
十
尾

を

捕
獲
し

詫

と

報
す
る

も
の

さ
へ

生
じ

て

來
陀

。

竝
に

於

て

試
に

湖

中
仁

刺
網

を

投

じ

た

處
が

體
長
一

尺

内
外
で

原

産
地

の

そ

れ

と

異
な

ら
ざ
る

親

魚
三

尾
を

捕
獲

す
る

事
が

出
來

た。

衣
で

同

年
十
一

月
に

及
び
「

シ

リ

セ

ッ

ナ

イ
」

河
口

に

多
數
の

親

魚
が

廻

歸
溯
上

せ

ん

と

し
て

居
る

現
象
を

認
め

得
た

の

で

翌
三

十
一

年
に

は

親
魚

捕

獲
の

設

備
を

整
へ

十

月
十
七

日

よ

b
同

卅
日

に

亘

る

十

四

日

聞

に

千
七
百

五

十
尾
を

捕

獲
し
た

。

内
八

百
七

十
一

尾
を
親

魚
と
し
て

三

十
九

萬
六

千

粒
を

採

卵
し
之

を
受

精

孵
化
せ

し
め

に

る

後
魚
兒

全

部
を
湖

中
に

放
流

し
陀

。

　
其

後
は

年
々

親

魚
の

數
が

増

加
す

る
の

み
な

ら
す

産
卵

期
に

は

「

シ

リ

セ

ッ

ナ

イ
」

河
口

に

の

み

無

數
の

成

熟
魚
が

群
來

す
る

の

で

此

の

鱸
は

成
育
時
に

は

湖
中
の

深
み

に

影
を

濳
め

産

卵
期
に

は
一

齊
に

原

産
の

河

流
に

廻

歸

す
る

も

の

で

あ
る

事
が

確
認
さ

れ
た

と

同

時
に

本
養
殖

事
業
は

自
給
獨
立

の

域
に

到

達
し

得
る

有
望
な

企

で

あ
る

事
が
一

般
に

認

識
さ

れ

だ
。

　

右
の

如
く

に

し
て

「

カ

バ

チ

ヱ

ッ

ポ
」

移
植
試
驗

は

首
尾
よ

く

其
目

的
を

逹
し
党

が

明

治
三

十
三

年

渡
島
國
大
沼

及
び

小

沼

に

移

植
の

目

的
を
以
て

種

卵
下

附
を
出

顯

し
だ
大
沼

漁

業
組
合
に

初
め

て

十
五

萬
粒
の

卵
子
を

分
與

し
明

治
三

十
七

年
に

は

青
森
緜
十
和

田

湖
に

移
植
す
る

陀

め

に

種

卵
＋

萬
粒
を

分
譲
す
る

に

至

っ

控
。

之
宙
貝

に

「

カ

バ

チ

ヱ

ツ

ボ
」

即
ち
姫
艢
町

が

目

本
々

土
に
次
珂

亭　

現
す

に

至

つ

だ

濫
觴
で

あ
る

が

爾

來
支

笏
湖
並

び

に

十

和
田

湖
が

種
卵

配

給
の

二

大

策

源
地

と

な

つ

ご

廣
く

姫

鱠
の

分
布
を
促
が

す
檬
な

歌
况
に

な

つ

だ
の

で

あ

る
（

和

田

健
三

氏
直

話
に

よ

る
）

。

　

　

　
　
　
支
笏
湖
の

姫

鱒

　

前

記
の

如
く

阿
寒
湖
よ
り

初
め

て

「

カ

バ

チ

ヱ

ソ

ボ

」

を

移
植

し
だ
の

は

明
浩
二

十
七

年
で

め

る

が

周
二

十
八、

ご

十
九
の

兩

年

は

績
い

て

原

産
地
に

種

卯
の

供

給
を

仰
ぎ

明
治
三

十
一

年
以

降
は

湖

中
に
成

育
せ

る

親

魚
を

捕
へ

て

採
卵
孵
化
せ

し
む

る

に

至

つ

だ

の

で

あ
る

。

　

孵

化
事
業

。

本
湖
呻
に

於

け
る

姫

鱒
孵
化

事
業
は

現
時

北

海
道

廳
水

産
試
驗
場

千
歳
支
場
の

所

管
で

あ
つ

て
「

シ

リ
セ

ッ

ナ

イ
」

河

口

約
一

萬
埣
の

地

を

相
し
て

竝
に

孵
化
分

揚
を

設
け

夲
時

は

常
傭

夬
一

名

を
配

し
て

漁

業
の

監
督
其

他
を

掌
ら
し

め

て

居
る

．

孵
化

揚
の

水

源
は
「

シ

リ

セ

ヅ

ナ

イ
」

川
か

ら
分
水

し
た

水

流
で

あ

つ

て

三

個
の

濾

過
槽
を
逋
過
せ

し

め

た

る

後
孵
化
槽
に

導
い

て

居
る

が
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水
量
一

分

問
に

約
一

石
水

温
日

年
を

逋
じ
て

攝
氏
八
度

乃
至

九

度

を

示

し
て

居
る

。

孵

化
椿

は
「

ア

ト

キ

ン

ス

」

式
で

あ
つ

て

槽
一

個

の

卵
子

收
容

力
は
三

十
三

萬
六

千
粒

、

孵
化

盆
一

枚
に

三

千
五
百

粒
を

排
列
せ

し
む
る

の

が

常
態
で

あ
る

。

　

本

孵
化

場
で

操

卵
を

開

始
す
る

の

は

毎
年
十
月

十
五
日

前

後
で

あ
る

が

此
の

頃
に

な

る

と
魚
體
著

し
く

變
化

し
雌
雄
共

に

煤
黒
色

を
帶
び

て

肉
色

著
t
く

褪
紅
す
の

み
の

な
ら

す
背
部
及
び

側

面
が

暗
赤
色

を
呈
す
る

樣
に

な

る。

特
に

雑
魚
は

形

態
一

變
し

背
線
著

し
く

屈
曲
す
る

が

上

に

囎

側
扁

し
て

眞
に
「

カ

バ

ル

チ

ヱ

ッ

ボ
」

即

ち
薄
署

魚
の

義
に

背
か

な

い

様
に

な
る

。

　

右
の

如
き
形

態
上

の

變
化
が

起
る

と

同
時
に

今
迄

湖
の

深
み

に

棲
息

し

て

居
だ

魚
群
は

漸
次

湖

岸
に

近
づ

き

孵
化
場
前

面
の

［
，

シ

リ

セ

ツ

ナ

イ
L

河
口

に

は

親
魚…
の

大
群
が

襲
來

す
る…
樣
に

な

る
。

刺
網
其

他
の

方
法
に

よ

つ

て

捕
ヘ

セ

碓

魚
の

腹
部
を

切

開
し
て

卵

粒
を
收

納
し
た

る

後
之

に

精
液

を

注
ぎ
て

受

精
せ

し
め

約
四
十

分

を

經
て

之

を
洗

滌
し
だ
上

で

孵
化
盆
に

排

列

し
以
て

孵
化

槽
に

收

容
す
る

之
に

前
記
の

孵
化

用

水
を

注
い

で

放

置
し
て

置

く

と
約
六

遐
問

後
に

發
眼

し
十

週
間
内

外
に

し
て

臍

嚢
を

備
へ

陀

魚
兒
が

出

現
す
る
、

臍
嚢
牧

縮
後
魚
兒
に

初
め

て

卵
黄
を
與
へ

其
後
は

漸
次

餌
料

を

變
へ

て

養
育
後
五
六

日

の

頃
に

至

つ

て

全

部
を

湖
中
に

放

流
す
る

。

　

棲
息
腴

態
。

湖
中
の

姫

鱒
は

毎
年
五

月
よ

り

七

月
に
至

る

期
間

に

は

湖

岸
を

廻

游
ず

る

が

其

後
は

漸
衣

深
所
に

移

動
し

産
卵
期
な

る

九

月
中

旬
頃
よ

り

再
び

湖

岸
に

其

姿
を
現
は

す
樸

に

な

る。

此

際
成

熟
し
な
い

も
の

は

湖
汀

に

近
づ

か

な
い

の

で

之
を

獲
ん

が

爲

　

に

は
三

四

十
尋
の

水

底
に

底

刺
網
を

張
ら

ね
ば

な

ら
な
い

。

産
卵

　

期
後
は

魚
群

颪
び

湖

岸
を

去
つ

て

深

處
に

移
動
す
る

の

で
一

月

以

　

降
四

月

頃
迄
は

二

十
尋
乃
至

四

十
尋
の

水

底
に

剌
網
を

張
ら
ね

ば

　

之

を

捕
獲
す
る

事
が

出
來
な

い
。

　

　
成
育

朕
祝

。

支

笏
湖
に

移

植
し
た

「

カ

バ

チ

ヱ

ッ

ボ
」

は

自

産

　

自

給
の

域

に

達
し

だ

の

み
な

ら

す
最
初
は

原
地
の

も

の

と
大
差
な

　

き

親
魚
を
獲
る

事
が

出
來
た

の

で

當
局
者
も

大

に

其

成
功

を

喜
ん

　
で

居
た

が

近

年
に

至

り

魚
體
が

漸

衣
退
化

し
て

矮
小

と
な

る

傾
向

　
が

あ
る

事
を

認
め

ね
ば
な
ら
勲

檬
な

歌

態
に

陷
つ

て

來
だ

。

明
治

　
三

十
二

年
に

漁

獲
さ

れ
だ

親

魚
八

三

七

尾
の

卆

均
體
長
は
一

尺
一

　
寸
六

分
準

均

鱧
重

は

百
三

十

八
匁
で

あ

つ

セ

の

に

大
正

三

年
に

は

　
早
く

も

罕
均
體

長
八

寸
六

分
李

均
體
重

六
十

九
匁
八

に

な

つ

だ。

　
大
正

十

年
八
月

予
が

親
し
く

測
定

し
陀

も
の

は

百

尾
罕

均
の

體

長

．

八

寸

體
重
六

十
八

匁
で

あ

つ

た

か

ら

大

正

三

年
頃

と
大

差
が

な

い

　
檬
で

あ
る

が

之

を

原
種
に

比
較
し
て

見
る

と

著
し

き

退
化

を
來

し

　
セ

と
云

は
ね

ば

な

る

ま
い

。

　

　
斯
く

魚
體
が

漸
次

退
化

す
る

の

は

水

温

水
深
其

他
湖
水
の

状

態

　
が

本

魚
の

生

活
に

不

適
な

の

か

或
は

叉

放

養
上
何

等
か

の

鋏
陷
が

　
あ

る

の

か

其

眞
因
を
つ

き

と
め

て

之
が

救

濟
方
法

を

講
す
る

必

要

　
が

あ
る
の

で

は

あ
る

ま

い

か
。

當
局
は

現

時
之
に

贄
す
る

邂
應

策

　
を
攻

究
し
て

居
な

い

樣
で

あ

る

が

予
は

今

回
各

處
で

觀
察
し

得
た

　
事

實
を

基

礎
と

し

て

聯
か

之
に

關
す
る

考
を
述
べ

て

見
た

い

左

思

　
ふ
。

　

　
　
　
　

十

剰
田

湖
の

姫

鱒

　

　
十
和

田

湖
は

陸

中
國
鹿

角
郡

及
び

陸
奧
國
上

北

郡
に

跨
り

東
西
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凡

そ

九
粁
南
北

十
粁
周
圍

約
五

十
粁
湖
面
の

海
拔
四

百
五

十
米

奧

入

瀬
川
に

ま

う

て

太

李
洋
に

逋
じ
て

居
る

．

山

崎

博
士
の

読
に

よ

る

と

本
湖
は

往
時
一

の

マ

ー

ル

で

あ
つ

セ

が

後
更
に

中
湖
と

稱
せ

ら

る

よ

部
分
に

噴
出
が

あ

つ

て

そ
こ

に

深
き

噴
火
口

を

生
じ
把

の

で

あ
る

と．

最

深

部
は

舊

噴
火
口

で

あ

つ

て

三
二

七

米
を

算
す
る

が

卒

均
深
度
は

八

〇
米

前
後
で

あ
る
．

　

其

昔
此

の

湖
に

は

ヰ
モ

リ

以
外
に

は

動
物
が

居
な
か
つ

た

が

明

治
十
七

年
に

秋

田

縣

毛

馬

内
町
の

人
和

井
内

貞
行

氏
が

初
め

て

鯉、

鮒、

嘉
魚
及
び

川

鱒
を
放
養
L
た

。

此

事
業
は

殆
ど
全
く

失

敗
に

歸
し
た

の

で

明
治
三

十
七

年
同

氏
は

改

め

て

姫
鱠
の

種
卵
十

萬
粒
を

支

笏
湖
か

ら

輸
入

し
捏

。

之
を

孵
化

放

流
し
セ

處
が

支

笏

湖
に

於
け

る

と
同

様

最

初
の

二

年
間
は

何

等

魚
影
を
認
む

る

事
が

出
來

な

か

つ

陀

の

で
一

時
大

に

悲
觀
説
が

唱
へ

ら

れ

陀
が

滿
三

年

に

し

て

初
め

て

親

魚
の

廻

歸
を

見
明

治
四
十
一

年
に

は

親

魚
捕
獲

尾
數
十
二

萬
七

千
百
尾

放
流

尾
數
二

百
十
七

萬
尾
と
云

ふ

盛
况
を

呈
し

自
給

獨
立
の

計

全
ー

成
つ

た
の

み

な

ら

す
種

卵
百
五

＋
八

萬

粒
を

他
に

供
給

す
る

様
な

肬
態
に

な
っ

把
。

　
孵

化
事
業

、

青
森
縣
廳
は

前

記
和
井
内

氏
に

封
し
て

湖
面
全

部

の

漁
業

權
を
附
輿

し
だ
の

で

目
下

姫

鰌
の

養
殖
は

和

井
内

家
の

躅

占
的

事

業
と
な
つ

て

居
る。

從
つ

て

孵
化
塲

も
和

井

内
孵
化

塲

と

稱
し

湖
の

南
岸
發

荷
に

近
く

位
し
て

居
る

が

和
井

内
ホ

テ

ル

の
一

隅
に
】

棟
の

鰐
化

室
を

設
け
一

槽
に

三

＋

萬
粒
を

收
容
し
得
べ

き

孵
化
槽
十

數

個
を
設

備
し
て

年
々

盛
に

孵

化

事

業
を

營
ん

で

居

る
、

其
戒

績
の

概
略

を
示
せ

ば

左
の

逋
り

で

あ

る
。

蓄
　

掛

琶

蠡

D，回鹽
　 ℃

汁

亮
℃層

斟
ト

9
博

虧一
ω

宀

β

藤

OGo虧

蜷゚

捧
書
蝶

購

　

旨
メ

ε
O

困
o っ

が

き
O

爵
夢
08

冲

，

ObOQ

阜
博

ObOO

μ

和
OObOO

一
薬
OObOO

H

 
O
ρ
OOG

録

餠

詫

蝉

悼

狛
町

O呷
OOO

　
唱。

o 自

Q 目

b8

睡

 
O

ρ
OOO

メ
リ

¢

POOO

c塾

レ
O
ρ
O
つ

O

典
鱒

OObOO

督 コ瞭
凶
OObOO

虧

類
CPCOO

恒
探

卵
は』
母

年

十

月
下
旬
に

開
弘
知

す
る

が

受
精…
卵

は
約
工
ハ贈
週

間
で

發

眼

し
十
週

目
に

臍
嚢
を

備
へ

把

稚
魚

と
な

り

十
五

週
を
經
れ

ば

臍

嚢
淌

失
し
て

食

餌
を
攝
る

様
に

な

る
。

發
眼

卵
は

＋
二

月
廿
日

前

後
に

發
迭
す
る

の

を

常
と
t
て

居
る

が

放

流
す
べ

き

魚
兒
は

長
く

牌
化

槽
の
一

部
で

養
育
し

二

十
三

週

問
目

に

初
め

て

澗

中
に

放
つ

事
に

な

つ

て

居
る
。

種

卵
一

萬
粒
の

價
は

包

裝

料

共
秋

田

縣
毛
馬

内
渡

し
金

七

圓
で

ゐ

る

が

現
時
は
放

養
す
べ

き

魚
兒
が

豫
定

數
に

充
た

な
い

の

で

他

に

種
卵
を
配

給
す

る

事

を

見
合
せ

て

居
る

．

　

棲
息
状
態

．

十
和

田

湖
は
一

の

火

口

湖
で

あ
つ

て

之
に

流
入
す

る

目

ぼ

し
い

河
川
が

無
い

め
で

産

卵
期
に

な
つ

て

も

特
に

親
魚
が

群
豪

す
る

個
處
が

な

い

ら
し
い
、

湖
か

ら

流
れ

出

す
奧
入

瀬
川
の

下
流
で

は

厦
々

姫

鰌
の

大

群
に

遭
遇
す
る

さ

う

で

あ
る

が

支

笏
湖

に

於
て

も

多
數
の

姫

鮹
が

千
歳
川

に

下
る

こ

と
か

ら
想

像
し
て

見

る

と

本
魚
は

機
倉
さ

へ

あ

れ

ば

海

洋
に

出
で

ん

と
す
る

性
質
を
も
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つ

軈
繋
馨
扁
嶽

卸
湖

換
で

蒲
に

　

　

移
植
し

た
姫

鱒
は

左

表
に

示
す

が

如
く
頗
る

順
調
に

發
育
し

た
。

現 の鱸姫 る た れ らせ 植移 り よ湖寒阿

成

長

度

一

年

魚

二

年

魚

三

年

魚

體

　
　

長

　

　

　
　

　

　

五、
〇

　

　一

＝

○

　

　
→
二
、
〇

體

　

　
　

高

　

　

　
寸

　

　
　

＝
五

　

　

三
、

〇

　

　

四、
○

　．

ニ ー 　［
體

○ ○
− 1

さ8葦・i・

然
る
に

養
殖

事
業
漸
ー

其

緒
に

つ

き

放
流

尾
數

漸
択
増

大

す
る

に

從
ひ

鉉
に

も

亦
魚

鱧
退
化
の

現

象
が

現
は

れ
て

床

だ
。

然
も

其

速

度
は

左
に

示

す
が

如

く

極
め

て

迅
速

で

あ

つ

て

明
治
四

十
五

年
に

早
く
も
卒

均
體
重
二

〇

匁
と
云

ふ

様
な

哀

れ
な

腴
態
に

陷
つ

て

し

ま
つ

セ。年

度

體

　
　
長

蠶

　
　
高

體

　

　
重

　 　 　 明
，’ 川

　
’「

抬

四 四　四 　四

十 十 十 十

钁 矧
蕪黝
） ） ） り 1

，

四 八 八 九
囁1

、　 　、　 、　 、寸

五 ゜ 五

列
ヨ
亅

一　一一・一
　二二

1　 　、　 、　 、寸

四 　六
一
ヒ 　三

1

一

…

二 四 五 八 I
O 五 （） ○ 匁

iIII

　

大
正

十

年
八

月
予
が

親
し
く
観

察
せ

る

際
の

魚
體
は

親

魚
で

罕

均
體
重
十

五
匁

乃
至

十
八

匁
に

過

ぎ
な

か

つ

た

の

み

な

ら

す
肉
色

著

し
く

褪
純

し
支

笏
湖
の

姫

鱒
と

は

別

種
で

は

な

い

か

と

思
は

れ

る

樣
な

有

樣
を
呈

し
て

居
だ

。

斯
く

魚
體
が

矮
小

に

な

つ

た

結

果

か

卵

粒
迄

目

立
つ

て

小

さ

く
な

b
支
笏
湖
で

は

孵

化
盆
「

枚
に
一

列
三

千
五

百

粒
を

收
容

す
る

規
定
で

あ

る

の

に

こ

3
で

は

同
大
の

　
孵
化
盆
に

五

千
粒
を

排
列
す
る

さ

う

で

あ

る
。

近
時

魚
體
の

退
化

　
が

著
し

い

の

で
一

寸

角
以
下

の

網
目
の

刺
網
な

ら
で

は
之
を

獲
る

　
事
が

田
來
な

い

樣
な

獣
態
に

な

b
孵
化
塲
主

は

之
が

救

濟
方
法

に

　
腐
心
し

て

居
る

が
一

向
に

名
案
が

な

い

樣
で

あ

る
。

　
　
百

折
不

撓
十
和
田

の

姫
鱒

と

世
に

誕
は
る

主

迄
に

漕
ぎ
つ

け

π

　
和
井

内
氏
の

努
力
は

大
に

賞
讚
に

値

す
る

が

之

を
生

物
學
的

に

論

　
す
れ

ば
十

和
田

湖
の

姫
総
養

殖
は

失
敗
に

近
い

と
云

は

ね

ば

な

る

　
ま
い

。

近
々

十
有

余
年
問
に

四
百

匁
近
く

に

も

成
育
し
得
陀

姫

鱒

　
が

僅
か

其

十

分
の
一

に

も
足

ら
ぬ

小

魚
に

變
化

し
だ

の

み

な

ら

す

　
今

も
術

退
化
の

方

向
に

進
ん

で

居
る

事
は

明
に

其

環
境
が

不

適
で

　
あ
る

事
を

明
示
し
て

居
る

．

世
人
は

姫

鱠
と

云

ふ

名
に

惑
は

さ

れ

　
て

其
小

さ

き

を
是

認
し
て

居
る

様
で

あ
る

が

其
原

種
が

何
で

あ
る

　
か

に

想

到
す

れ

ば
直
ち

に

其

誤
を
見

出
す

事
が

出

來
る

で

あ

ら

　
う、

現
時
の

十
和

田

湖
は

本
土
に

於
け

る

唯
一

の

種

卵
供

給
地
に

　
な

つ

て

居
る

が

極
端
に

之

を
論

す
れ
ば

十
和

田
は

似
て

非
な

る

姫

　

鱠
の

種
卵
を

全

國
に

供

給
し
て

居
る

と
云

は

ね
ば
な

ら
な

い
。

劣

　

惡
な

る

性
質
を

遺
傳
す
る

種

卵
の

供

給
地
で

あ

り

姫

鱒
と
云

ふ

名

　

に

ふ

さ

は

し
き

小
さ

き

鱒
の

育
成

所
で

あ
る

、

其

十
和

田

湖、

予

｝

は

親
し

く

之
を

規

察
し

て

如
上

の

威
想
を

得

陀

事
を

大
な

る

遺
械

　

と
す
る

。

　
　
　
　
　

　

中
宮
祠
湖
の

姫
鱒

　
　

中

宮
祠

湖
は

人
も

知
る

如
く
日

光
山

中
の

大

湖
で

あ
つ

て

面

積

　

約
十
二

方

粁
湖
面

海
拔

コ
ニ

七
一

米

東
西
に

長
く

南
北
に

短
く

其

　

水
は

華
嚴
瀧
を
な

し
て

大

谷
川
に

注
い

で

居
る、

本
湖
は

受
水

區

　

域
が

可

な

b
廣
い

の
で

支

笏
湖
及

十
和
田

湖
と

は

稍
其

趣
を

異
に
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卷 四 十 三 第 誌 雜 學 物 動（7 ）

し
て

居
る
。

即
ち

西
方

奧

白
根
山

其

他
よ

b
發

す
る

諸
川
及
び

湯

の

湖
に

發
す
る

湯

川
と

男

體
肉
の

西

麓
か

ら

湧

出
す

る

溪
流
と

を

併
せ

セ

地

獄

川
と

が

湖

中
に

流
れ

込
ん

で

居
る

．

深

度
は

卆

均
九

五

米
で

あ

る

が

湖
の

中
心

以

東
に

於
て

は
一

五

〇

米
以
上

の

個
處

多
く
最
深

部
は
一

七
二

米
に

達
す
る

さ

う
で

あ

る、．

　

本
湖
は

十
和

田

湖
の

如
き

火
口

湖
で

は
な

く
て

徃
時
男

體
山

が

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

破
裂
し
た

際
大

谷
川

溪
谷
の
一

部
を

埋
め

セ

爲
に

天

水

鼓

に

潴

溜

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　一

し
て

湖
を

形
づ

く

る

に

至
つ

た

の

で

あ
る

と
云

は

れ

て

居
る

。

從
　一

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　…

つ

で

湖
底
の

趣

も
支
笏

湖
な

ど
と
異
な
り

淺
處
は

砂
礫

若
く

は

細

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　…

砂

で

あ
る

が

深
處
は

腐
蝕
土
の

み

か

ら

形
成
さ

れ

て

居
る。

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　「

　
右
の

如

き

状
態
で

あ
る

の

で

湖
中
に

は

魚

類
の

餌
料
た

る
べ

き

有

機
物
が

豊

富
で

あ
る

が

湖
日

に

輩

嚴
の

飛

瀑
が

あ
つ

て

魚
道
を

絶
つ

て

居
る

だ

め

蛙
及

蠑

源
以

外
何
等
の

動
物
が

棲
息

し
て

居
な

か

つ

セ
、

明
治

六

年
に

至

り

初
め

て

土

地

の

有

志
が

嘉
魚
を

放
流

し
績
い

て

鯉、

鮒、

鰔
等
を
も

移

植
し
セ

が

其

後

農
商
務
省

其
他

の

手
に

よ

b
鮭

、

鱠、

鰉
等
各

種
の

魚
族
が

放

流
せ

ら
る
・
〉

様
に

な

つ

葺
後
本
湖
に

關

す
る

水
産

事
業
は

帝
室

林
野
管
理

局
の

所

｛

管
と
な

り

湖
胖
菖
蒲
ケ

濱
に

孵
化

揚
を

設
け
て

鱠
の

養
殖
に

全
力

繕
鞣
群
鰲

酵
鳶
鱗

鏈
勘

離
噛

姫

鱠
を
見
る

端
緒
と

な

つ

だ

の

で

あ
る

。

　
孵
化
事
業

。

中
宮

祠
町

よ
り

湖
胖
を

セ

ど
h
て

湯
の

湖
方

面
に

向
ふ

と

約
一

里

弱
に

し
て

菖

蒲
ヶ

濱
に

達
す
る

。

茲
に

上

記
の

孵

化

場
が

あ
る

が

主

と

し
て

養
殖
し
て

居
る

の

は

姫

鯵、

虹

鱒
、

川

鱒
の

三

者
で

あ

る
。

孵
化

室
は

梁
間
五

問
桁
行

十

間
の

も
の
一

棟

で

凡
て

を
碪
置

し
て

居
る

が

中

に

長
さ

十
二

尺

幅
二

尺
五

寸
深
さ

六

寸
の

孵
牝
槽

を
二

組

十
五

列
に

配

置
し
一

槽
に

十

個
宛
金

網

製

孵
化

盆

を
收

容
す

る

樣
に

し
て

ゐ

る。

鱒
化
及
び

養
魚
に

要

す
る

水
は

地

獄
川
の

上

流
か

ら

湧
出

す
る

溪
流
で

あ
つ

て

水
量

常
に

過

不

足
な

ー
水

湿

四
時

攝
氏
八

度
を
示
し

て

居
る

。

　
上

記
の

如
く

姫

鱸
は

最
初

十
和
田

湖
か

ら
移
入

し
セ

が

明
治

四

十
一

年
に

は

支

飭
湖
に

種

卵
の

供

鉛
を

仰
ぎ

明
治
四

十
二

年
以

降

は

自
産
の

親

魚
か

ら
探

卵
す
る

と
同
時

に

十
和

田
湖
か

ら
も

多

數

の

種
卵
を

輸
入

し
陀．、

試
に

左
に

放

流
魚
兒

數
其
他

を
記
し
て

見

よ
う

、

壽
　

　
野

　

　

　

1

鍛

鞍
薑

蹲

　

　

l　　　
I

奪
〉
警

障

1

φ

　
　
斗

　

1　1　　
1　　
1　　　　　　　　　
1　
」

露
薯

魏

掴

懣

密
臼

嘩
ト

 

沿
轟
、

竪
串

，

ー　　　　　　　　　　　　　　
ヒ　　　　　匚　
F

ー

漂

馨

　
器

ー

宀
CPO8

き
Ob8

し。

嵜
ヤ

謬

ま
鼠

コ

　
　
虧
旨

「　　　

1
¢

OPOOO

 
OObOO

o。

匿ロ
゜ひ

し。

 

O目

こ

　

　
矗
しo

轂
の

も

3

駅

宕
b8Hb

弱
如
OO

零
P
曽
O

O
“

＝

　

　
虧
⇔◎

O

器
b8

 
゜。

8°
80

些

認
908b

診

b
に

 

初
O
α

熔
 

＝

　
　
←

冷

器
袖

8

ど
博

8bOO

ど
b⇒

儲
b8

ど
Hb
。

加

袖

器

 

O

培
」

吊

　
旨

し。

Q。
袖
OO

へ
δ
O°
08

富
切

飴

8

p 。

O

即

コ
O

ヨ

；

　
　
　
bコ

q。

9
し。

δ

Q。

O
ρ
08

oD
°。

咫
゜。
ぎ

蕊
ド
叡

8

り

O

こ

　
　
　
じ9

μ

禽
b8

獸
ObOO

Φ

潟
bOO

 

Oco
▼
鵠
ひ

opQ
巨

言

　
　
　
幽

錯
♪
°。

8

霞
Ob8H

勧

誤
⇔
OO

訓

8
卸

謬
o

Go
Φ

こ

　

　
　
笥

獸
ド

ざ
O

尸
齠
09000

一

丶

鴇
磯

8

y
ぴ

ワ D

屮

跨
O

り

O

と

　

　

 

頓

O
μ

ト

8

−
〜

 

自
塾

8

濫
ρ

話
O

ゆ

O

こ

　
　

刈

ど

ち
少
凶

OO

 

Sb8

ど
Go
監9
冷
団

OOH

 
G。

G。

勧
OO

GQ
“
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（8 ）現の 鱠姫 る た れ らせ植移 bよ湖寒阿

本

湖
に

於

け
る

姫
鱒
の

産
卵
期
は

十
一

月
で

め
つ

て

地

獄
川

に

溯

上

す
る

親

魚
を

簗
で

捕
へ

て

綵

卵
す

る

が

今

街

年
々

に

他
か

ら

種

卵
を

補
給

し
て

居
る

樣
な

歌
態
な

の

で
之

を

希
望
者

に

配
附
す
る

迄
に’
立

ち

至

ら
な
い
。

　
成
育
状

况
。

本
湖
で

成
育
し
だ

姫

鱠
は

現

時
卒

均
體
量

百
三

十

匁
内

外
體

長
】

尺
二

三

寸

を
算

し
魚

體
整
備

し
て

肥

大
せ

る

事
他

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
｝

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
｝

に

其

類
例

を
見
な

い
。

即
ち
其
種

卵
供

給
地
な

る

十

和
田

湖
の

親

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
｝

魚
に

七
、

ん

倍
し

原

産
地
な

る

支

笏
湖
の

親

魚
に
二

倍
協
る

大
さ

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
皿

に

逹
し

て

居
る

が

矮
小
な
る

親

魚
の

卵
か

ら

斯
く
異

常
に

大
な

る

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
へ

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
皿

魚
體
が

生

す
る

事
か

ら

考
へ

て

見
る

と

姫

鱠
の

矮
小

に

な

る

と
云

ふ

事
は

遺
槫
的
性
質
で

は
な

く
て

環

境
の

適
不

適
若

く
は

餌
料
の

過
不

足

に

歸
因
す
る
一

時
的
の

現

象
で

あ
る

ら
し
い．．

語
を

換
へ

て

言
へ

ば

姫

鱠
は

最

良
の

耿
態
で

養
ひ

さ
へ

す
れ

ば

原
種

同

樣
若

く
は
そ

れ

以
上
に

育
つ

も
の

で

あ

る

が

支
笏
湖
若
ぐ

は

十

和

田

湖

の

如

き
は

そ

こ

に

何

等
か

の

無
理

が

あ
る
か

ら
退
化

を

來
す
の

で

あ

る
。

今

左

に

中
宮

祠
湖
姫

鱠
の

體
量
表
を

掲
げ
て

他

と
の

比

較

に

供

し
て

見

よ

う
。

噛，

ω“しコ “coり

に

憩
Go
←

Q壱

h8p
。

 

響

ド
ω

Ooo

H
トリ
感
O

メ
o。

°。

 

Q。

恥

話

一

・

・

　
三

等
　

皀

　
　
ニ

　

　
ト

ニQ

肇

　
　
藩
　
　

懣

葛
鮎

t む

驚’
缶
O

る壱

卜

 

如
し二

〇

しQG
σ

9。°
OO

訊

b二

Φ

嗜q°
 

oc
塵

＝
　

　
ウ

臼

浮

二宀
　
一

；
　
　
　
　
孱

凄
同

ω
μ

O

じq

δ
』
圃

叭

り

り゜
 

QoO

嵩
鱒

OG
跏

HO

訊

ト

ト

由

〔
ご
畆

ヨ

厂
○

罕

厂
q。（）一
W

博

b
憲

一
QQ
尸

簡

一

〇q99冨
刈

Q◎

騨

炉
O
戸

c 。

←
畦

oQ°
£
◎。

oD
 ゜
零
9

民
民

レ
O
 

Q

に尸
メ・
，

Qc
コ

誹

−
・」

臣
マ

7

苙

珊
凱

群

ミ ε韓
 
囁

霞
9身

一

〇

勺

　

　
　

　

　
　

蘆
の

湖
の

姫
鱒

　

　

箱
根
山
の

外

輪
山

と
中
央
火

口

丘
と
の

問
に

位
す

る

火
口

原
の

　

最

低
部
に

水
が

湛
つ

セ

の

が

蘆
の

湖
で

あ

る

が

現
時
の

湖
面
は

海

…

拔
七

三
ハ

米
面

華
方

栞
邦

湖
沼

中
の

小

な

・

部
類
に

屬
し
て

 

居
る

が

其
最
大

深
度

僅
に

四
三
・

五

米
卆

均

深
度
二

五

米
に

過

ぎ

　…

な
い

。

本
湖
に

流
入
す
る

河

流

と
云

つ

て

は

箱
根
町

附
近

に
二

三

一

の

細
流
が

あ

る

計
ら

で

あ

る

が

湖
の

北

岸
か

ら

逸
出
す
る

水
は

早

 

川
と
な

つ

て

太

卆

洋
に

注
い

で

居
る

。

湖
の

周

圍
に

聾
立

し
て

居

 

る

山

嶽
は

樹
木
が

尠
な

い

の

み

な

ら

薪
川
の

流
入
す
る

も
の

殆

一

ど

蠶
と
云

奢
饗
の

で

陸
上

か

ら
供

讐
れ
る

有

機
物
が

尠

へ

な

い
、

從
つ

て

淨

游
生

物
其

他
の

餌
料
が

貧
弱
で

あ
つ

て

古
來

魚

へ

族
の

成

育
が

思
は

し
（

な
い

・

讐
先
づ

常
の

主

鯊
類

と
云

　

つ

て

よ

い

が

明
治

十
三

生
内

務
省
は

茲
に

鮭
、

鱸
を

放
流
し

後
湖

　

水
の

漁
業
が

帝
室
林
野

管
理

局
の

手
に

移
つ

て

か

ら
鯱、

公

魚、

．

鰻
等

が

移

植
さ

れ

だ
。

鼓

に

姫

鱒
を
移
入
し

把

の

は

明
治
四

十
二

　

年
で

あ
つ

て

其
種

卵
を
十
和

田

湖
か

ら

取
b
寄
せ

だ

が

以

後

年
々

　

同

處
か

ら

種

卵
を

購
入

し
て

放
流

す
る

と
同

時
に

大
正

元

年
以

降
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し

四 十 三 第 誌 雜 學 物 動卷
｛

は

湖
中
の

親

魚
よ

り

も

探
卵
す
る

事
と

な

っ

セ
。

　
孵

化
事
業

。

現

時
元

箱
根

町
の
一

端
に

帝
室

林
野

管
理
局
の

出

張

所
が

あ
つ

て

漁

業
に

關
す
る

事
務
を

管
掌
し
て

居
る

が

孵
化

用

水

頗
る

貧
弱

な

陀

め

に

孵
化
室
の

設
立

な

ど
は

思
ひ

も

よ

ら
諏

樣

な

歌
態
に

な
つ

て

居
る

。

從
つ

て

姫
鱠
養

殖
の

セ

め

に

は

湖
昨
に

小

規
模
の

稚
魚
放

養
池
を

設

け
て

あ
る

以
外

何
等

見
る

べ

き

設
備

が
な

い
．

明
治
四

十
二

年
以

後
湖

中
に

放
だ

れ
セ

魚
兒

數
其

他
は

左
の

通
り
で

あ

る
。

舞

　
　

卦

黔

薯

鍾

　

　
　

　
　

　

　
1

駆
〉

蓄

蝉

ー　
1　　　　　　　　　　
1　
1　
1

　
　

　
　

　

　
　

　　一

キ
　

　［
等

　
　

　
　

　

　
　

　　r
奪
警

舜
齟

肄

　

　

　
　

ー

暑
い

踵
》

待

舜
勘
 

暫

わ

ー

躍

蓄

毳

皀
O留
80

お
Ob8

Q。

o。
O
恥

塩

箸
風

ご

　
　
屮
qo

H°
OO

ρ
OOOHbOObOO

潔
ト

狛

ざ

¢

宀

；

　
　
宀
膳

卩　」
巳　
i　　　　　
ト

HbOgOOO

日

bOObOO

O

密
魚
 戸

 

 

》

団

　
H

δ
∫
。 。

OO

勃

O
ρ
08

お
メ

蓉
O

尋
ト

b

嚼

O
鬥

＝

　
　
　
呻

冨
b8

こoOObOO

Q。

戸

c。

bOO

黎
一

b
唱

oQ
自

：

　
　

oゆ

冨
メ

80

り

8bOOHb

尊
bOO

曽
四

葡

8

G 自

O

と

　
　

　
劇

μ

O
⇔。

待
OO

80b8

冖
bO
も。

旨
OO

G。
旨り
゜。

冨

OO

と

　
　

　
帆

も 。

し 。

9
 

臣。

O

γ

§
b8

ど
゜。

器闇
器
O

尸
一

團
」

合

弓ゆ

齢

噛咳
　
　

3

鬯
ド
“

韻

罕
P
譲
 

匿
 

な

嶺

中

Go

弓

　
　

く

鴛
ρ
O

客

う◎

O

ρ
OOO

c縢

乙
b8

虧
刈

Q。囓
の

O
虧

団

り

こ

　
　

o孕

NOh

秘
“

O

δ
ρ
08

⊆。

り一
b8

 

つ
o。層一
〇
〇

g勘

O

成

育
に

不

適
な

る

の

み
な

ら
す

餌
料

も
亦

豊
富
で

な
い

の

で

竝
に

し

放

養
し
陀

姫

鱠
の

發
育
朕
態
は

概
し
て

不

良
で

あ
る。

魚
醴
の

大

さ

は

左

表
に

示

す
が

如

く
十
和

田

湖
と
支

笏
湖
と

の

中

間
に

位
し

て

居
る

。

二
、

・

誉

　
　
疉

鵡

　・
匡

汁

臣
b噌》，

吟

 障 同皹、laGp

葺

麟

　
舜

　
謙

紗

計
O

Φ

輪
 

障

　
ぴ

ド

累
鯨

yO

貧

にー
 

ま

距
卜。

茜

餅

旨
印

声

巌
しっ

渦

　

　
　

肄

　
q 。°
α

“

帆

b3

轟
“

8

凶

冨
』

雪

P
も。

じQq

嵩
Obb

の

 

O
朝

町

詠

誇

目

民

“°
σ

 

o ◎

H・艀
Go

袖
笛

O

冨
メ

誤
 

罧
刈」
町

；

・
・
誌

翌
甚
岳，
淬

　

か
⊆o

o 虧 騨 タ コ） の ¢ 1コ  

“ ｛P （；． 刈 刈 司 吋 同 oo

　
　

本

湖
の

姫

鱒
養
殖
は

今

爾

自

給
獨
立

の

域
に

逹
せ

す

其
結

果
は

頗

の
　
　
る

不

良
で

あ

る
。

（
　
　

成
育
状

況
。

本
湖
は

深
度

淺
き
に

過

ぎ
て

水
温
冷
水
性

魚

族
の

h

　

之

を

原
産

地
な

る

十

和
田

湖
と
比

較

し
て

見
る

の

に

明
治
四

十
四

　

年
に

は

十

和
田

湖
で

卆

均
體
量
四

十
五

匁

蘆
り

湖
で

四

十
三

匁
で

｝

あ
る

か

ら

兩

者
は

先
づ

大
差
が

な

い
．

其
後
十

和
田

湖
の

は

退

化

　

す
る
一

方
で

あ
る

が

蘆
の

湖
で

は

漸

次

體
の

大
さ

を

回

復
し
て

行

　

く

樣
な

傾
向
が

現
は

れ
て

居
る

。

然

し
其

環
境

が

餘
ト

宜
し

く

な

　

い

と

見
え

て

中
宮
祠
湖
の

も

の

の

牟
で

止
つ

て

居
る

。

　

　

　

　

　

　

退

化
の

原
因

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
・

　

　

以

上

予
が

覗

察
し

陀

結

果
を

綜

合
し
て

見
る

と

附

寒
湖
か

ら

移
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植
さ

れ

陀

姫

鱸
は

至

る

處
で

産
卵
繁
殖
は

し
て

居
る

が

魚

體
が

漸

家

退
化

す
る

傾

向
が

あ

る
．

其

最
も

甚
だ

し
い

の

は

十
和
田

湖
で

あ

る

が

原
産
地

に

近
い

支

笏
湖
に

於
て

す
ら

明
に

其
徴

候
が

現
は

れ

て

居
る．

之

に

よ

つ

て

推
論
し
て

見
る

と

姫
鱒
を

漸

次
南
方
に

移

稙
す
る

と
云

ふ

こ

と
は

天

然
の

性

質
に

適
合
し
な
い

環
境
に

之

を

導
く

事
に

な

b
其

結
果
と

し

て

著
し

き
退
化
を

惹
き
起

す
の

で

は

な

い

か

と

も

考
へ

ら
れ

る

が
一

面
に

於
て

中
宮

祠
湖
の

樣
に

退

化
し

陀

種
卵
か

ら

却
つ

て

其
親

魚
に

數
倍
し

だ

大
さ

の

魚
軆
を

成

育
せ

し
め

π

實
例
に

接
し
て

見
る

と
養
殖
地
が

北

方
に

あ
る

と
か

南

方
に

あ
る

と
か

云

ふ

事
が

其

因

を
な

し
て

居
る

と
は

思
は

れ

な

い
。

或
る

論

者
は

或
る

極

限
さ

れ
た

地

域
に

棲
息

し
て

居
る

魚
族

の

人
工

艀
化
は

血
族
結
婚
の

強
要
で

あ

る

姫

鱠
が

退
化

す

の

は

之

が

た

め

で

め

る

と
云

つ

て

居
る

が

然
ら
ば

十
和

田

湖
が
ら

移
植
し

た

中

宮
祠

湖
の

例
は

如

何
と

反
問

し
て

見
だ

ぐ
な

る
。

そ
れ

は

兎

に

角
噌

刻
も

早
く
姫

鯵
が

退
化
す

る

原
因
を

探
求

し
て

其
救

濟
策

を

講
じ
な

け
れ

ば

折
角
我

國
北

部
養
魚
界
の

重

鎭
と
迄
目

さ

る

曵

に

至
つ

た

姫
鱸
を
普
及
せ

し
む

る

上

に
一

大
頓

挫
を

來
さ

し
め

ね

ば
な

ら
な

い
。

予
は

不

幸
に

し
て

他
の

揚

處
の

現
状
を

知

ら
な

い

が

斯
界
に

著
聞
す
る

支

笏
湖、

十
和

田
湖、

中
宮

祠

湖
及
び

蘆
の

湖
で

觀

察
し

得
セ

事

を
基

礎
と

し
て

少

し
く
此

點
に

論
及

し
て

見

だ

い

と
思
ふ

。

　

湖
水

の

深
度
と
永
温

。

姫

鱒
は
元

來
北

部
海
洋
の

深
處
に

棲
息

し
て

居
だ

冷
水
性
の

魚
族
な

の

で

之

を
放

養
す
べ

き

湖
沼
は

相
當

の

深
度

を

保
ち
夏

時
氣
温
が

如

何
に

上

昇
し
て

も

底
部
は

何

等
其

影
響
を

豪
ら

す
常
に
一

定
の

低
温
を

保
ち

得
る

揚

所
で
あ

ら
ね
ば

　

な

ら
ぬ
．

今
十
和

田

湖

を
見
る

に

其

李
均

深
度
八

〇
米

前
後
最

深

　

部

＝
一

〇
米
で

あ
つ

て

夏
期
表

面
水

温
攝
氏

十
六

度
を

示

せ
る

時

　

に

深
度
七

〇

米
附
近
は

五

度
と
な
り

以
下

湖

底
迄
同

温
で

あ
る
。

　

又

中

宮
祠

湖
は

軍

均
深

度
九
五

米

最
深
部
一

七
二

米
で

あ
つ

て

深

　

度
五

六

十

米
以

下
に

於
て

は
四

季
を

逋
じ
て

水

温

攝
氏

四

度
で

あ

　
る
。

北

海
道
支

笏
湖
は

李

均
深

度
二

六

五

米

最
深

部
三

六
一

米
で

　

あ
る

か

ら

湖
の

深
部
は
勿

論
氣
温
の

影

響
を

受
け
な
い

。

斯
る

點

　
に

於
て

此
の

三

湖
の

深
度
は

姫

鱸
の

棲
息

に

適
當
し
て

居
る

が

蘆

　
の

湖
は

聊
か

之

と
其

趣

を

異
に

し
て

居
る

。

即
ち

其
罕

均
深
度

僅

　
に
二

五

米

最

深

部
四

三
・

五

米
で

あ
つ

て

熱
帶

湖
の

趣
を

備
へ

水

　
温
の

成

層
は

秋
に

入

b
て

漸
次

不

明
瞭

と
な

り

冬

期
最
寒
の

季

節

　
に

至

れ

ば
全

然
混

亂
し

て

上
下
一

様
に

攝
氏
五

度

内
外
を
示
す

様

　
に

な

る
。

帝
室

林
野

管
理

局
箱
根
出

張
所
の

觀
測

結
果
に

よ

る

と

　
八

月
中
旬

表
面

水

温

攝

氏
二

四
⊥

度
の

時
に

二

十
五

米
の

深
處

　
即

ち
湖
底
に

近
き

部
分
の

水
温

は
九

度
内
外
に

上
つ

て

居
る

。

之

　
を

要
す
る

に

蘆
の

湖
は

其
深
度

淺
き
に

過
ぎ

τ

常
に

攝
氏
四

度
内

　
外

を

保
つ

べ

き

冷
水

層
を
具

備
し

て

居
な

い
。

蘆
の

湖
の

成

績
不

　
良
な

る

原

因
は
他

に

伺

數
ふ

べ

き

事
が

あ

ら

う
が

湖
の

深

度
が

足

　
り

な

い

事
が

確
に

大

な

る

働

を
な

し
て

居
る

事

と
思
ふ

。

　

餌
料
の

不

足。

古
諺
に
、

水
清
け

れ

ば
魚

棲
ま

す
L

と
云

つ

て

あ

る

遖
ら

水
が

清
澄
に

過
ぎ
イ

、

は

如

何
に

放
養
面

積
が

廣
濶
で

あ
つ

　
て

も

魚
介
を
充

分
に

肥
大

せ

し
む

る

事
は

出
來

蒹
ね

る
，

清

澄
と

　
云

ふ

事
は

有

機
物

特
に

魚

族
の

餌
料

と
な

る

べ

き

浮

游
微
生

物
が

。

貧
賜
で

あ
る

と
丘ハ

に

各
種
の

植
物
も

拂
底
で

あ
る

事
を

意
味
す
る

　
の

で

あ
る

。

斯
る

水

中
に

目

に

つ

く

様
な

生
物
の

發
生
を
促
さ

な
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い

の

は

當
然
の

理
で

あ

る

が

支
笏

湖
に

も

十
和

田

湖
に

も

將
又

蘆

の

湖
に

も

近
き

頃
迄

魚
族
が

絶
無
で

あ

つ

た

と
云

ふ

の

は

湖
齢
が

比

較
的
新

し
い

爲
で

も

あ
ら

う
が

其
主

因

は
之

等
の

湖
水
が

生
物

を
包

容
す
べ

ぐ
不

適
の

状
態
に

あ

る

か

ら
自

然
が

茲
に

魚

族
を

齎

ら
さ

兎

の

で

ゐ
る。

支

笏
湖
と
十
和

田

湖
と
は

共
に

噴
火
口

若
く

は

溶
岩
噴

出
の

反

動

と
し
て

陥

沒
し
た
一

大
盆
地

に

天

水
が

溜
つ

に

も
の

で

あ

つ

て

湖
底
は

殆

ど

全
（

岩
石
で

あ

る
。

叉

其

周

圍
に

は

火
山

聳
立

し

受
水

區
域

極
め

て

狹
隘
な

る

が

上
に

羅

え

す
陸
上

の

有

機
物

沃
土

等
を

搬
入

す
べ

き

河

川
に

乏

し
い
。

蘆
の

湖
は

火

口

原
に

天

水
が

た

ま
つ

て

生

じ
詑

の

で

は

あ
る

が

其
状
况
は

略
支

笏
湖
等
と
同

樣
で

あ
る．．

之

を

要
す
る

に

期
る

火
山

湖
は
一

コ

ン

ク

リ

ー

ト

一

で

池

底
を
か

た

め

て

蒸
溜
水
を

湛
へ

陀

の

と

同

様
な

状
况
な

の

で

水
は

頗
る

清

澄
で

あ

る

が

魚
族
を

肥
大
せ

し

む
べ

き

餌
料
に

乏
し

い
。

之

火
口

湖
其
他

噴
火

作

用
に

拌
つ

て

出

現
し

陀

湖
水
が

養

魚
揚

と

し
て

滿
足

な

る

結

果
を

齎
ら

し
得

譫

最
大

原
因

で

あ

り

支

笏
湖、

十
和
田

湖
等
の

姫

鱒
が

事

業
發

展

と
共

に

盆
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
 

矮
小

と
な

る

主

因

で

あ

る

と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一

　

中
宮
祠
湖
も
其

昔
は

魚
族
が

居
な

か

つ

セ
。

然
し
之
は

前

者
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一

異
な

り

湖
底
は

腐
蝕
土
で

あ
り

湖
中
に

は

餌
料

顛
る

豊

富
で

め

る

　一

が

湖
ロ

に

華
嚴
の

瀧
が

あ
つ

て

杢
然

魚
族
の

來

往
を

湛
止

し
て

居

 

セ

結
果
に

他
な

ら
な

い
。

近
時

人

爲
を

以
て

之

に

放

養
し
た

も
の

は

鰔
で

も

鯱
で

も
姫

鱠
で

も

異
常
な

發

育
を

逖
げ
て

居
る

の

を
見

て

も
同

じ

く
火
山
の

爆
破
に

よ

り
て

生
じ

た
と
は

云
へ

天

然
の

溪

谷
が

せ

き

と
め

ら
れ
て

河
水

を
漲

ら
し
セ

湖
水

と
溶
岩
の

上
に

天

水

を

湛
へ

だ

湖
水

と
の

養
魚
上

に

及
ぽ

す

影
響
の

差
違

大
な

る

を

，

知
る

事
が

出

來

よ
う．

　
過
大

な

放

養
率

。

養
魚
を

試
む

る

揚

合
に

細
心
の

注

意
を

拂
は

ね
ば

な

ら

鍛

事
は

放

養
面

積
と
放

養
尾
數
と

の

割
合
で

あ
る

。

換

言

す
れ

ば

魚
兒

を
放

養

す
る

に

先
だ

ち
て

充
分
に

餌
料
の

状

態
を

調

査
し
斯
く

斯
く
の

數
量
で

は

幾

尾
の

成
魚
を

養
ふ

事
が

出
來
る

か

を
概

算
し

て

常
に

其

規
を

越
乏

鍛

樣

手
加

減
を

加
へ

ね

ば
な

ら

な

い
．

徒
に

放

養
面

積
の

廣
き
事
の

み

を
念
頭

に

置
き

天

然

餌
料

の

有
無

を

顧
慮
せ

す
に

魚
見

を

放

流
せ

ん
か

多
數
が
一

定
量
の

食

を
爭
ふ

事
と
な

つ

て

忽
ち

營
養
不

足
を

來
す

樣
に

な

る

の

は
云

は

か
し

て

明
な

る

處
で

あ
る

。

今
支

笏
湖
に

於

け
る

姫

鱸
の

漁

獲
高

と

形

態
の

消

長
と

を
見
る

に

左
表
に

示

す
が

如
く

で

あ
つ

て

年
に

よ

つ

て

異
同
が

あ

る．

詔

諺

鉾

　
　
＝

辱噸噛り

旦
．

職誌
心

戸

警

藩

演

鐔

　
　
o。

尋

　
コ。

b
誘

　
呂
勺
G。
“

　
9。

bo
。

叭

　
に一
Q。

。 。

O

翌

苫

臨

掬

　

皐

　

一゚
O
叭

　

旨

b
刈

　

ド
HO

　

O°
¢

09

皋
蟄

臨
難

］
；口

300

　
0
“°
oD

尸

OGpb
戸

Qo
μ

b

一
嵜
旨

右

表
に

＊

印

を
附
し

セ

年
は
其

前
年
に

比

し
て

漁
獲
高
が

著
し

く
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増
加
し
て

居
る

が

そ
れ

と
同

時
に

魚
體
が

目
立
つ

て

矮
小

に

な

つ

て

居
る
．

即

ち
支

笏
湖
の

姫

鱠
は

年
と
共
に

退

化
す
る

の

で

は

な

く
て

一

進
一

退
の

状
况

を
呈
し
て

居
る

。

若

し

水
温
其

他
の

環
境

が

災
す
る

の

で

あ

れ
ば

薗
然

自
然

と

退
化
す
べ

き

筈
で

あ
る

の

に

斯
く

年
に

よ

り
て

大

な

る

變
化
が

あ

る
の

は

そ
こ

に

何

等
か

の

原

因
が

濳
ん

で

居
る

の

で

は

あ
る

ま
い

か
。

漁
獲
高
が

多
い

と
云

ふ

事
は
日

面
に

於
て

其

年

度
は

多

數
の

親
魚
が

棲
息

し
て

居
だ

事

を

示
し

て

居
る

、

尾

數
が

多
い

年
に

限
つ

て

魚
體
が

俄
に

小

さ

く

な

る

換
言

す
れ

ば

豊
漁
と

營
養
不

良

と
が

相

拌
ふ

と
云

ふ

事
は

取
b

も

直
さ

す
當
時
の

放
養
尾
數
が

過
大

に

失
し
て

餌

料
と
の

準

衡
を

破
っ

た

結
果
を
示
し

て

居
る

の

で

は

あ
る

ま
い

か
。

此
の

現

象
を

確
む

る

爲
に

更

に

十
和

田

湖
の

漁
獲

高
と

生
長
度
と

の

關

係
を
も

參

照
し
て

見
よ

う
。

LS

ヨ
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O
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OOO
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汝
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vouUl
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づ

　
　

　
鼻
，

　
η−
　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
に

C
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■

霹
翹

■

II

藍
電

　

　
　

　
　
　

　
　「
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

三

記

録
に

よ

れ

ば

十
和
田

湖

に

嫡

鱒
を
放

流
し
陀

の

は

明
治
三

十
七

年
で

あ
っ

て

支

笏
湖
か

ら

配

給
さ

れ

た

種

卵

數
は

十
萬
粒
で

あ

る
。

其
成

長
度
は

極
め

て

順

調
で

あ
つ

て

三

年
魚
（

明
治

四
十

年
）

は

體
長
一

尺
二

寸
體
重
二

〇
〇
匁
に

逹
し
だ

が

僅
々

五

年
を
經
陀

　

明
治

四
十
五

年
に

臓

饐
長
四

寸
五

分
體
重
二

〇
匁

と
云

ふ

哀
れ

な

　

歌

態
に

陷
っ

て

し
ま
つ

た
。

之
は

四

年
魚
に

就
て

の

測
定

結

果
で

　

あ

る

か

ら
之

等
の

親

魚
が

放

流
さ

れ

た
の

は

明

治
四

十
一

年
で

あ

　

る
。

此

年
は
初
め

て

十
和
田

湖
が

自

給
獨
立
し
た

年
で

あ

つ

て
一

　

墨
に

二

百

十
七

萬
尾

を
放
流

し
て

居
る

が

其
結

果
は

以

上
の

如
く

　

で

あ

る
。

其
後
四

百

萬
、

七

百

萬
と
無

限
に

放
流
尾

數
を

塘
加
せ

｝…
　

し
む

る

に

從
ひ
盆
々

親

魚
の

退
化
が

甚
し

く
な

つ

て

來

た
。

即

ち

……
　

最
初

湖
中
に

魚
數
が

尠
な

か

つ

訖

頃
は
魚

體
も
相

當
の

大
さ

を

保

　

ち
得
だ

が

其
尾
數
が

激
増
す

る

に

連
れ
て

魚
體
の

大
さ

は

著

し
く

 一

減
退
す
る

樣
に

な

つ

セ
。

一
　、

　
右
の

如
ぐ

十
和
田

湖
に

於
て

は

放

養
尾

數
と
退

化
と
の

關

係
が

　
　

更
に

顯

著
に

著
は

れ
て

居
る

が

之
を

中

宮
祠

湖
の

如

き

餌
料
豊

富

 
　

な

處
へ

移

植
す
る

と

忽
ち

原
種
以
上

に

肥
大
す
る

事
に

照
し

合
せ

…
　

て

見
て

其

退
化

と
は

營
養
不

良
を

意
味
し

て

居
る

事
が

明
に

認
識

｝
　

さ

れ

る
。

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　

．

…

　

之
を

要
す
る

に

姫

鰌
退
化
の

主

因
は

餌
料
と
の

李

衡
歌

態

を
無

一

覦

し
て

過
大
な

魚
兒

を
放

流
し
だ

點
に

繋
せ

す
ば
な

る

ま
い

。

蘆

…
　

の

湖
に

も
同

様
な

原
因

が

働
い

て

居
る

と

思
ふ

が

十

和

田

湖、

支

…
　

笏
湖、
の

如
き

天

然
餌
料

貧
弱
な

湖
水
に
一
斯
る

無
諜
な

策
を

取
つ

た

一一

事
は

大
な
る

誤
で

あ
つ

た

と
云

は

ね
ば

な

ら
な

い
。

　

　

親

魚
撰

擇
上
の

缺

陷
。

現

時
各
處
で

採
卵
用
に

供

す
る

親

魚
に

　

は

何

等
制
限

を

設
け
て

居
な
い

が

退
化
の

徴
歴

然
陀

る

塲

所
で

は

　

親

魚
の

大
さ

に
一

定
の

標

準
を

設
け

矮
小

な

も

の

は

之

を

除
外

す

　

る

策

を
取
る

の

が

至

當
で

あ

る
。

姫

鰌
の
…
退

化
は

未
だ

遺
傳
質
に

　

變
化

を
輿
へ

る

迄
に

は

な

つ

て

居
な
い

ら

し
い

が

各
處
で

退
化
の

●

N 工工
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方
向
に

向
つ

た

も
の

を
親

魚
と
し
て

交

配
せ

し
め

だ

事
も
盆
々

退

化

を
促

進
せ

し
め

陀
一

因

を
な

し
て

居
る

様
に

思
は

れ

る．

予

を

し
て

云

砿

し
む

れ

ば
近

親

交

配
が

姫

鱒

退
化
の

主

因
で

は

な

く

て

營
養
不

良
に

陷
つ

把

も
の

を

無
頓

着
に

交
配
せ

し
む

る

の

が

盆
却

退

化
を
促
逡
せ

し
む

る

の

で

あ
る

。

　

　

　

　

　

敷
演

方
法

　

天

然
餌
料
が

貧
弱
な

廣
大
な

湖
面

に

人

力
を

用
ひ

て

餌
料
を

發

生

せ

し
む
る

は

容

易
な

業
で

な

い
。

從
つ

て

姫
鱠
の

退
化
を

防
壓

す
る

手

段

と

し
て

は

左
の

方

法

を
取
る

の

が

至

當
で

あ

る

と
患

鰓
蛭

ふ
。

■

湖
面
に

對
す

る

最
適
の

放

養
尾

數
を
定
め

年
々

漁

獲
せ

る

も
の

を
補

缺
す

る

程
度
に

魚

児
を

放

流
す

る

事．

一

定
の

體

長
若
く
は

體
重
を

備
へ

詫
る

も
の

の

み

を
親

魚

と

な

す

事
。

日

定
の

期

間

毎
に

中
宮

祠

湖
等
よ

り

優
良
な

る

種
卵
を

移

入

し
自

産
の

退
化
種

よ

b
探

卵
せ

ざ

る

事
。

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

終

　
り

）

（

o

蜑
ミ
寒
驍

達
註
馬

§
三
）・

ε
に

施
し
れ
る

小
試
驗

　

　

　

　

　

　

（
大
正

十

年
十

二

月
＋

九

日

受
領
）

　
　
　
　
　
甲

乾
燥
歌
態
に

あ

る
個
體
の

回
復
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　｝

　（
一
）

　
材
料

に

用

ゐ

把

鰓
蛭
は

、

名
古
屋
の

醫

科
大
學
内
の
一

小

池

に

飼

育
中
の

イ
シ

ガ

メ

の

外

部
に

寄
生

し
て

居
つ

だ

も

の

で

あ
る

。

　
（

二
）

　
イ

シ

ガ
メ

よ

り、

ピ

ン

セ

ッ

ト

で

離
し
て
、

紙

片
の

上

に

置

き、

机
の

上
に

竝
べ

て

乾
し

陀
。

　
（

三
）

　

温
度、

濕
度
は、

も

つ

と

手
を

か

け
て

測
つ

だ

方
が

い

い

と

患
つ

陀

が
、

何

分
に

も、

既
に

各
個

體
が
、

吸
入
し

て

ゐ

る

血
液
の

分

量
や

そ
れ
の

受
け

だ

外
部
創

傷
の

程

度
や、

各

個

體
の

稻

熊

信

正

問
の

體
質
等
の

諸
點
が

相

違
し
て

ゐ
る

上

に、

そ
の

各
の

群
に

よ

つ

て、

乾

燥
の

度
合
の

異
な

つ

て

來
る

こ

と

も

あ
る

わ

け
な

の

で
、

そ

れ

等
の

各
を

、

嚴
密
に

測
定

し
な

い

限
り、

特
に

温

度、

濕
度

の

細
か

な

計

算
は

無

盆
だ

と
思
つ

て、

卆

均
度
で

滿
足

し
て

了
つ

控
。

二

の
（

五
）

及
び
、

特
郷

に

斷
つ

て

な

い

も

の

は、

卆

均

温
度

最
高
C
二

十
五

度、

最

低
二

十
三

度
八．

李

均
濕

度
八
十
二

度
。

日

光
の

直

射
し
な
い

室

内
で

行
つ

陀
。

淡
水
は

、

す
べ

て

水
遘
の

水
を

用
ゐ、

使
用
個

鱧
數
七
百
八

十
三

個
で

あ
る

。

　
　
　
　
　
一
、

實
驗
第
噌
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